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「市立伊丹病院あり方検討委員会

検討報告書（素案）」からの変更点

資料２



項
目
番
号

委員意見等
報告書(案)

該当ページ 【新】 報告書(案) 【旧】 報告書（素案）

1 （事務局より提案） もくじ

P2

平成30年４月の兵庫県保健医療計画の改

定により、～

平成30年４月の兵庫県保健医療計画の改

正により、～

2 ・タイトル「他の基幹病院との連携のあり

方」には違和感があり、文面を見ると連携

対象に診療所が含まれているので、タイト

ルと内容が一致していない。地域の診療所

や中小の病院を含めた記載にして欲しい。

・公立病院と限定せず、医療機関と記載した

方が良い。

もくじ

P29

P37

P39

【課題タイトルの変更】

「他の医療機関等との連携のあり方」 「他の基幹病院との連携のあり方」

3 （事務局より提案） P23 「市立伊丹病院の建て替えの最適な時

期」に関する主な意見

【意見追加】

 20年、30年前の考えとして、「病床

60床に手術室が１つ」というイメー

ジで設計されたが、手術室を効率的

に運用するためには、手術を準備す

る部屋や緊急時等の運用も考えると、

２～３室の余裕を持っておく必要が

あると感じている。新たに病院を建

設するのであれば、60床に１室とい

う考えではなく、少なくとも50床に

１室、それ以上が必要ではないかと

考える。

 手術室は緊急時等への対応のために

も、余裕がある方が良いと考える。

「市立伊丹病院の建て替えの最適な時

期」に関する主な意見
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P23  病院の中で急性期、回復期、慢性期な

どの相談がすぐにでき、すぐに回答を

いただけるような部署（地域医療連携

室）には余裕を持ったスペースを設け

るべきだが、建設当時はそのような発

想、ニーズがなく、パーティションで

間仕切りしているような状況である。

今後も地域連携に対するニーズは高ま

るので地域医療連携室のスペースや人

員体制の強化をしていかなければなら

ないと考えている。

 築後年数が30年以上経過している病院

では、６人部屋の病室が多く、現在は

４人部屋として使用しているので、病

床数が減ってしまっている状況にある。

4 ・阪神北圏域からの流出が多く見られるのは、

がん、循環器疾患、脳血管疾患などであり、

ＩＣＤ－10では脳血管疾患が循環器疾患に

含まれるが、多くの人にはわからないので、

区別して書いてほしい。

・災害医療に関する記載も必要だと思う。

・「災害に強い」というキーワードは加えて

いただきたい。

・総論部分は、「すべき」という内容ばかり

が記載されている。冒頭に「医療の進歩に

対応しつつ、市民に最善の医療を提供す

る」というような大命題があり、そのため

には何々が必要という順番で書かれている

方が良い。

・介護施設や在宅医療の記載も入れるべき。

P38 「(1) 基本的方向（総論）」

『医療の進歩に的確に対応し、市民に最

善の医療を提供するため、市立伊丹病院

は近畿中央病院と統合し、他の医療圏域

への流出が多くみられる、がんや脳血管

疾患、心血管疾患などに対応できる機能

を有し、かつ災害時にも対応できる500

床超規模の阪神北医療圏域における基幹

的な病院をめざすべき。

併せて、阪神北医療圏域の他の医療機

関や介護施設等との円滑な連携や役割分

担を図ることにより、市民が住み慣れた

地域で必要な医療や介護サービス等を受

けることができるよう努めるべき。』

【事務局案】「(1) 基本的方向（総

論）」

『市立伊丹病院は近畿中央病院と統合し、

他の医療圏域への流出が多くみられる循

環器系疾患などに対応できる機能を有し

た500床超規模の阪神北医療圏域におけ

る基幹的な病院をめざすべき。

併せて、阪神北医療圏域の他の公立病

院間においても、円滑な連携や役割分担

を図ることにより、市民が住み慣れた地

域で必要な医療を受けることができるよ

う努めるべき。』
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5 （再掲）

・災害医療に関する記載も必要だと思う。

・「災害に強い」というキーワードは加え

ていただきたい。

P21

P39

(2)課題に対する望ましい方向性

①高度急性期医療を担う中核病院の必要性

他の医療圏域への患者流出の多い新生物や

循環器系疾患に対応するため、脳神経外科・

心臓血管外科などの診療体制の充実に努め、

高度な医療の提供や、災害時に対応できる体

制を構築し、地域における医療完結率の向上

に努めるべき。

(2)課題に対する望ましい方向性

①高度急性期医療を担う中核病院の必要

性

他の医療圏域への患者流出の多い新生

物や循環器系疾患に対応するため、脳神

経外科・心臓血管外科などの診療体制の

充実に努め、高度な医療を提供できる体

制を構築し、地域における医療完結率の

向上に努めるべき。

6 （再掲）

・介護施設や在宅医療の記載も入れるべき。

P37

P39

(2)課題に対する望ましい方向性

⑤他の医療機関等との連携のあり方

(略) また、阪神北医療圏域の他の公立病院

との連携強化を図るとともに、地域の民間病

院・診療所、及び介護施設などとの連携強化

や機能分化を推進していくべき。

(2)課題に対する望ましい方向性

⑤他の基幹病院との連携のあり方

(略) また、阪神北医療圏域の他の公立

病院との連携強化を図るとともに、地域

の民間病院・診療所などとの連携強化や

機能分化を推進していくべき。

7 ・近畿中央病院の理念にある、公立学校共

済組合員のメンタルヘルスや職場復帰支

援の機能は新病院が引き継ぐ必要がある

のか。統合に向けてそういった内容の議

論も必要である。

P40 【項目追加】

(3)今後検討を進めていくうえでの留意事項

① 伊丹市は、市立伊丹病院と近畿中央病院

の統合を前提とした協議を公立学校共済組

合との間において進めることができるよう

調整を図ること。

なお、協議に際しては、伊丹市と公立学

校共済組合がそれぞれ担うべき役割等を明

確にするとともに、持続可能な病院運営に

留意しつつ、安定的・継続的に質の高い医

療が提供できるよう、慎重に検討を進める

こと。
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8 ・地域全体で医療の質を上げるためには、

地域医療、介護も含めた教育研修機能

やコーディネート機能が必要ではない

か。

・病院がどのような経営形態を選択した

としても、伊丹市としての一機能とい

う位置づけになる。伊丹市としてやっ

てほしいことも盛り込むべき。

P40 【項目追加】

(3)今後検討を進めていくうえでの留意事項

② 基幹病院機能や回復期病床のあり方の検討

に際しては、診療所や病院をはじめ、介護施

設や在宅医療などと、より一層の円滑な連携

を図ることができるよう、行政担当課の配置

も含めた体制づくりも検討すること。

9 ・高度急性期という方向性に進むのであ

れば、救命救急医療、がん治療等につ

いては、広い範囲で多くの医師を集め

て全分野で高い水準の医療が必要とな

る。それには、医者の数はもっと必要

になると思うので、高度医療を進める

うえでたくさんの能力の高い医師を集

めるということが必要である。

P40 【項目追加】

(3)今後検討を進めていくうえでの留意事項

③ 限りある医療資源を有効に活用するため、

関連大学等と連携した専門医の育成に努める

とともに、診療体制と機能を高めつつ、施設

や設備の充実を図ることにより医療従事者の

勤務環境を向上させ、より多くの若手医師な

どが集うような基幹病院を目指すこと。

10 （事務局より提案） P40 【項目追加】

(3)今後検討を進めていくうえでの留意事項

④ 兵庫県地域医療構想で示された病床規模、

病床区分（高度急性期、急性期等）を踏まえ

るとともに、兵庫県保健医療計画で示されて

いる阪神北医療圏域において担うべき役割や、

将来の治療方法の変化や患者の意識の変化へ

の対応についても意識すること。
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P40 ⑤ 阪神医療圏域における高度急性期病院につ

いては、兵庫医科大学病院や県立尼崎総合医

療センター、関西労災病院があることに加え、

県立西宮病院と西宮市立中央病院の統合も打

ち出されていることから、これらの病院との

役割分担等を踏まえ、必要な機能・体制等を

検討すること。

⑥ 兵庫県地域医療構想において、阪神北医療

圏域の公立・公的病院は、「基幹病院間で定

期的な情報交換の場を持ち、統合再編も視野

にいれた連携と今後のあり方を検討」するこ

ととなっていることから、阪神北医療圏域の

公立・公的病院及び設立自治体等が行う検討

とも十分に調整を図り、同圏域内における役

割分担や円滑な連携に努めること。

11 ・新病院は重症感染症にも対応できる病床を

確保して欲しい。

P40 【項目追加】

(3)今後検討を進めていくうえでの留意事項

⑦ がんや脳血管疾患、心血管疾患などに加え、

阪神北医療圏域において十分な対応ができて

いない新型インフルエンザ等感染症などへの

対応も併せて検討すること。
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12 ・市民も参加できるような仕組みも必要では

ないか。ボランティアで、院内に市民が描

いた絵を飾ったり、展覧会を開いたり、市

民と創り上げていくようなメッセージが欲

しい。

P40 【項目追加】

(3)今後検討を進めていくうえでの留意事項

⑧ 市立伊丹病院の今後のあり方を具現化して

いくにあたっては、地元医療関係者や市民の

理解が得られるよう努めるとともに、市民ボ

ランティアの参画など、市民とともに魅力あ

る病院を構築していくことができる仕組みづ

くりを検討すること。

13 （事務局より提案） P40 【項目追加】

(3)今後検討を進めていくうえでの留意事項

⑨ 本検討委員会からの報告に加え、平成30年

度に伊丹市により実施された「市立伊丹病院

のあり方に関する市民アンケート」の調査結

果を真摯に受け止め、このアンケート結果に

十分配慮し、今後の市立伊丹病院のあり方を

明確にしていくこと。
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